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【事業所概要（事業所記入）】

事業所番号

法 人 名

事業所名 ユニット名

〒３１０－０８５３

茨城県水戸市平須町２－７２

自己評価作成日 平成２６年８月２２日
評価結果

市町村受理日

※　事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報
リンク先URL

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名

所 在 地

訪問調査日 平成２６年１０月２３日
評価機関
決 済 日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

小規模多機能型居宅介護施設　ききょう庵

０８９０１００１４２

茨城ケアサービス　株式会社

　自己評価及び外部評価結果

作成日　　平成２７年２月２０日

多機能性を生かした利用者や家族のニーズに柔軟に対応しております。
利用者及び家族の希望や要望を伺い、個別ファイルに記入。加えて、本人とのコミュニケーションの
中から情報収集をできるようつとめております。それを踏まえたうえでケアプラン、レクレーション
等を検討しております。ドライブや外食会等利用者様のご希望やご意見を取り入れながら一月に一度
以上外出する機会を提供しております。誕生会も一月に一度行い職員の出し物や手作りケーキでお祝
いします。理美容は出張で来て頂ける業者と契約し、散髪する場所の提供を行っております。

平成２７年１月２６日

　約１年前に前運営法人から事業を継承して発足した事業所である。
　管理者はこれまでに培ってきた豊かな経験と知識を基に、小規模多機能型居宅介護サービス事業所
のあるべき姿をしっかりと捉える中で、職員教育や事業所を担う後継者の育成に努めており、職員は
その思いを受けとめて笑顔を大切にしながら利用者を支援している。

所 在 地

〒310－8586
水戸市千波町１９１８番地　　茨城県総合福祉会館内

平成２7年２月２０日現在未登録

社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

平成２７年２月２日



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

2 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

Ⅰ　理念に基づく運営

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

職員全員で話し合い理念を作成し
ている。それをホワイトボードに
掲示し、職員全員で意識しながら
ケアを行なっていく事を心がけて
いる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

市の職員、地域代表者に意見をう
かがい、意見を取り入れている。
利用者様ご本人、ご家族、ボラン
ティアの方々への参加呼びかけが
出来ていなかったので次回開催時
に実施する予定になっている。

1 1

2 2

3

4 3

月４回、シルバー体操のボラン
ティアを施設で実施している。月
に１度、障害者支援施設による出
張パン販売を実施している。以前
利用されていたご家族の豆腐店に
毎週豆腐を注文している。

現在検討中ではあるが、今年度は
実施できていない。

　家族等の代表や市職員、民生委員が参加す
る運営推進会議を２ヶ月に１回開催し、事業
所のサービス利用状況や行事結果を報告して
いるが、自治会関係者や地域ボランティアな
ど、事業所のサポーターになっていただけそ
うなメンバーへの会議参加を呼びかけるまで
に至っていない。
　「事業所の広報紙を作成してはどうか」と
の意見を踏まえ、広報紙を発行している。

　日本認知症グループホーム協
会発刊の「認知症グループホー
ムにおける運営推進会議ガイド
ブック」などを参考にしなが
ら、幅広いメンバーの参加に向
けた取り組みが望まれる。

外　部　評　価

　「住み慣れた地域で生き生きとした心豊か
な生活の実現を支援」などのキーワードが
入った事業所独自の理念を全職員で話し合っ
て掲げているが、「家庭的な雰囲気」という
観点での理念を掲げるまでに至っていない。
　ホワイトボードに理念を掲示して職員で共
有するとともに、利用者の個性を把握しなが
ら一人ひとりに寄りそった介護に努めてい
る。

　「家庭的な雰囲気のもとでそ
の人らしい生活の継続を支援」
という地域密着型サービスの意
義にそった理念を追加すること
を期待する。

　「シルバーリハビリ体操」や助け合い活動
をしている地域ボランティアが事業所を訪問
し、利用者と交流をしている。
　地域との付き合いを大切にするという観点
から、利用者は近くの豆腐店やスーパーで積
極的に買い物をしている。
　利用者や職員が散歩をしながら顔馴染みに
なった地域住民が、季節の花々を事業所に届
けてくれている。
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3 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を
密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでい
る

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と
活用

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

運営推進会議以外でも施設から電
話または出向いて市の担当者に意
見をうかがい、より良い介護サー
ビスに反映している。

主に管理者が申し送りの際、また
は随時身体拘束になる事項につい
て職員に説明している。

主に管理者が申し送りの際、また
は随時虐待になる事項について職
員に説明し、身体拘束を行なわな
い介護を各職員が心がけている。

マニュアルを用意し、随時施設内
で研修を行なっている。

5 4

6 5

7

8

　管理者は市に直接出向いたり、電話をし
たりする中で、事業所のサービス利用状況
を市担当者に伝えるとともに、処遇改善加
算制度利用に関する事務手続きなどを相談
している。

　身体拘束排除マニュアルを作成するとと
もに、きめ細かな見守りにより玄関施錠も
含めて身体拘束をしないケアを実践してい
る。
　管理者は、「動かないで」など言葉によ
る拘束が見受けられた場合には、その場で
現場教育をするとともに、家族等に対して
身体拘束禁止が法律で定まっていることに
ついて説明しているが、定期的な研修を実
施するまでには至っていない。

　利用者の人権を守ることが基
本であるという認識に立ち、身
体拘束の内容や弊害について、
定期的な研修の実施が望まれ
る。
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4 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意
見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている

　職員は来訪時や送迎時のほか、連絡帳を
通して利用者や家族等の意見や要望を聞く
ように努めるとともに、意見や要望を「苦
情報告書」に記載することにより、全職員
で共有して対応をしている。
　事業所で遊べるパチンコ台が欲しいとい
う要望を受け、６台の購入を決定してい
る。

　管理者は年２回の全体会議のほか、介護
や調理など役割毎に分かれたグループでの
職員の話し合いに参加する中で職員の意見
を聞くとともに、勤務体制変更に関する職
員の要望を聞いて柔軟に対応をしている。

働きやすい環境づくりを目指して
いる。また、常に職員の健康状態
や意欲を確認し、必要に応じて管
理者が職員との面談を行なってい
る。

契約書や重要事項説明書で丁寧な
説明を行ない、ご利用者様、ご家
族の同意を得ている。

常に利用者様とコミュニケーショ
ンをとり、その他にもご家族への
電話や自宅訪問にて報告を行ない
ながら意見、要望を聞いている。

年２回程全体会議を行なってい
る。

9

10 6

11 7

12
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5 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをして
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

系列の病院、介護老人福祉施設や
同業者とは常に情報交換を行なっ
ている。

インテークの段階では、サービス
の説明に先走ることなく、ニーズ
を知ろうとすることを心がけてい
る。

利用者様だけではなく、ご家族と
対面しニーズを知ろうとすること
を心がけている。

必要に応じて小規模多機能のサー
ビスだけではなく、福祉用具貸
与、購入、訪問看護等のサービス
導入も視野に入れたプランを考え
ていく。

職員レベルに合わせて、外部研修
への参加、資格取得を促してい
る。また、随時内部研修も行って
いる。13

14

17

15

16
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6 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関
係

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の
支援

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

職員は利用者様一人ひとりに声掛
けをしており、利用者様の同士の
関係を把握している。利用日や席
の配置を工夫し、行事、レク等で
利用者同士が交流を持てるように
配慮している。

サービス終了後であっても、相談
等に随時対応している。また、入
院や他施設へ入所された利用者様
への面会も実施している。

利用者様の状態などをご家族と共
有し、話合い、共に支え合う関係
を築けるよう努めている。

利用者様の生活歴、性格を把握
し、洗濯物畳みやゴミ集め、お絞
り、新聞畳み、テーブル拭き、施
設内イベントの飾り作り、出し物
等、可能な範囲で役割を持って頂
き、職員と共に実施している。

長期泊まりの利用者様については
馴染みの物を持参するよう話して
いる。また面会については随時対
応し馴染みの関係が途切れないよ
う配慮している。

18

21

22

19

20 8

　利用者がその人らしく生きる
ためには、これまで培ってきた
人間関係や社会との関係を把握
することが重要であることを再
認識し、把握した結果をサイン
ペンで強調するなど、全職員で
共有する工夫が望まれる。

　利用者の友達や昔の職場仲間が来訪した
際には、ゆっくりとお話しができるように
お茶を出すなどの支援をしている。
　利用者との日常的な関わりの中で把握し
た馴染みの人や場所を「介護記録」に記載
するように努めているが、日常の記録に埋
もれがちであり、馴染みの人や場所を明確
に把握するまでには至っていない。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニ
タリング

　本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディア
を反映し、現状に即した介護計画
を作成している

本人、家族、スタッフの１ヶ月ご
とのモニタリングにより現状把握
に努めている。

ケアプラン作成時に把握し、反映
している。できるだけご利用者様
本人の思いを聞き出し、支援記録
に記入しておくようにしている。

アセスメントの他に、本人や家族
とのコミュニケーションの中から
情報収集できるよう努めている。

利用者様やご家族の意見を基に介
護スタッフの意見を取り入れなが
ら作成している。

25

26 10

23 9

24

　介護支援専門員が家族等の意向や医療関
係者の意見を踏まえて作成した介護計画案
について、介護職員の意見を聞きながら計
画として確定をしている。
　毎月モニタリングをするとともに、目標
期間に応じて介護計画を見直しているが、
その根拠となる評価結果を記録として残す
までには至っていない。
　入退院など利用者の状態に変化が生じた
場合には、随時介護計画を見直している。

　作成→実行→評価→見直しと
いうケアマネジメントの確立に
向けて、利用者一人ひとりの介
護計画の目標に対する評価結果
を記録として残すことが望まれ
る。

　職員は、利用者との日常的な関わりの中
で、把握した利用者一人ひとりの思いや意
向などを「介護記録」に記載するように努
めているが、日常記録に埋もれがちであり
思いや意向を明確に把握するまでには至っ
ていない。
　把握困難な利用者の場合には、家族等や
医療ソーシャルワーカーから聞き取った情
報を基に、思いや意向を推測している。

　利用者や家族等の思いや意向
の把握が、ケアの出発点である
ことを再認識し、把握した思い
や意向をサインペンで強調する
など、全職員で共有して介護計
画に反映していく取り組みが望
まれる。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、
気づきや工夫を個別記録に記入し、
職員間で情報を共有しながら実践や
介護計画の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

　本人や家族の状況、その時々に生
まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んで
いる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう
支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中で
とらえた情報や気づきを、職場内の
看護職員や訪問看護師等に伝えて相
談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援してい
る

民生委員と協力し情報提供をし
合っている。

週一回協力病院の往診がある。休
日、夜間でも対応が可能である。

看護師は常在している。協力病
院、かかりつけ医、ご家族との連
携を図り、健康管理をしている。

30 11

31

29

28

27

ケース記録の他に、職員での連絡
ノートにも記入して情報を共有
し、実践するようにしている。

利用者様やご家族からのニーズに
柔軟に対応している。

　利用者や家族等が希望するかかりつけ医
を把握するとともに、地域ボランティアの
協力を得ながら職員がかかりつけ医への受
診に付き添っている。
　事業所の看護職員が、利用者の病状につ
いてかかりつけ医と連絡を取りながら把握
に努めている。
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自　己　評　価
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療
できるように、また、できるだけ早期
に退院できるように、病院関係者との
情報交換や相談に努めている。又は、
そうした場合に備えて病院関係者との
関係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方に
ついて、早い段階から本人・家族等と
話し合いを行い、事業所でできること
を十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築い
ている

年２回、地域の消防署に来て頂
き、総合訓練を行なっている。

入院時には介護支援専門員、担当
介護職員が面会を行ない、状況確
認と医療機関より情報収集を行
なっている。

基本的にターミナルケアには対応
していない。容体が悪化した場合
は本人、ご家族と話し合い協力病
院に入院できるように勧めてい
る。

定期的ではないが外部、内部研修
を行なっている。

34

35 13
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　消防署立ち合いのもとで、避難訓練を年１
回実施しているが、夜間を想定した訓練を含
む年２回の避難訓練を実施するまでには至っ
ていない。
　訓練の反省点を記した避難訓練記録を作成
しているが、避難完了時間の記載がなく、避
難限界時間を踏まえた課題を浮き彫りにする
までには至っていない。
　災害時における地域との協力体制を構築す
るまでには至っていない。
　災害に備えて食糧や飲料水、備品などの備
蓄品リストを作成して管理をしている。

　夜間想定を含む年２回の避難
訓練を実施する中で、避難限界
時間内の避難完了に関する課題
を把握し、解決に向けた確実な
取り組みが望まれる。
　運営推進会議などの機会を通
して地域住民に対して協力依頼
を呼びかけるなど、災害時にお
ける地域住民との協力体制の早
期構築に向けた取り組みが望ま
れる。

　「最期まで人としての尊厳を保ち、安ら
かな死を迎えられるよう職員一同支援しま
す」などの言葉が入った「重度化や終末期
に向けた方針」を作成しているが、事業所
として「できることとできないこと」を明
記した書類を作成するまでには至っていな
い。

　事業所と家族等との意向がず
れたまま重度化や終末期を迎え
ることのないよう、事業所とし
て「できることとできないこ
と」を明記した指針を作成し
て、利用者や家族等の同意を得
ることが望まれる。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

○一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定
の支援

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

利用者様本人やご家族とその季節
毎に相談して衣類を用意して頂い
ている。定期的に理美容の出張を
依頼し、カットの他カラーやパー
マも行える。その他にもネイルケ
アも実施している。

一日の基本スケジュールはあるが
その都度ご本人の希望を聞き、可
能な限り自分のペースで生活でき
るように配慮している。

個人記録等の取扱いは、外部者の
目に触れない場所に保管するよう
にしている。また、職員はプライ
バシーを損ねるような対応をしな
いように心掛けている。

ご利用者様に合わせた声掛けを行
なっている。また、本人の思いを
尊重したケアを行なうように心掛
けている。

38

39

36 14
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　職員は排泄誘導の際には他の利用者に気
づかれないように耳元で話しかけているほ
か、利用者の名前を「ちゃん付け」で呼ば
ないように努めている。
　管理者は人格の尊重を損なうような職員
の言葉遣いが見受けられた場合には、現場
教育により注意を促している。
　利用者の個人情報は人目に付かない事務
室に置いた鍵付きのロッカーに保管してい
る。
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評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

食事のアンケートを実施して、各
利用者様の好みや食事形態を記入
した食札を使用している。月に１
～２回昼食やおやつ作りをする機
会を設けている。後片付けは毎
食、ＡＤＬに合わせそれぞれ可能
な範囲で協力しながら行なってい
る。

嚥下状態や咀嚼機能に合わせた食
事を提供している。

食事前の口腔体操、食後の口腔ケ
アを徹底している。

個別の排泄記録を毎日記入し、排
泄パターンを把握し、ご利用者さ
まに合わせた排泄方法を考え対応
している。

43 16

40 15
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　利用者や家族等に対して実施した食事アン
ケートを基に、利用者一人ひとりの好みや調
理方法を把握し、栄養士や調理担当職員が献
立を作成している。
　利用者はそれぞれの能力に合わせて、調理
やテーブル拭き、おしぼり配り、下膳など、
職員と一緒に準備から後片付けまで携わって
いる。
　月に１回から２回の「おやつ作り」のほ
か、誕生会や行事に合わせて「お楽しみメ
ニュー」や「外食ツアー」などを取り入れて
いる。
　利用者と職員はテーブルを囲み同じ食事を
摂る中で、団らんしながら楽しく食事をして
いる。

　オムツも身体拘束であるという観点に立
ち、自宅でオムツをしている利用者に対し
ても、排泄記録に基づいて排泄誘導をする
ことにより、オムツをしないケアを実践し
ている。
　乳製品や繊維質の食事を増やすことによ
り、薬に頼らずに排泄ができるように支援
をしている。
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評
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項　　　　　　　目

外　部　評　価

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて、休息したり、安心して
気持ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確
認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように、一人ひとりの生活歴や力を
活かした役割、嗜好品、楽しみごと、
気分転換等の支援をしている

水分摂取量を確認し、適度な運動
を取り入れている。看護スタッフ
が中心となり、便秘予防に努めて
いる。

入浴は午前、午後と対応してい
る。入浴を嫌がる方には、シャ
ワー浴や足浴への変更もし、清潔
を保てるような介護を行なってい
る。

ご利用者様に応じた休息時間を設
けている。その際はベッドや布団
など、利用者様に応じた対応もし
ている。

服薬内容を確認できるよう、薬の
説明書をファイリングしている。
また、投薬に変更があった場合は
全スタッフが把握できるよう、伝
達を行なっている。

ケアプランに基づき、一人ひとり
に合わせて楽しみや生きがいが持
てるように支援している。
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　毎日午前及び午後の入浴を基本としている
が、それ以外の時間帯でも希望があれば対応
可能となっている。
　大小二つの浴槽を設置した浴室からは庭の
木々が見えるほか、明るく開放的な浴室と
なっており、菖蒲湯や入浴剤を使用してハー
ドとソフトの両面から入浴が楽しみなものに
なるよう工夫をしている。
　入浴を拒む利用者に対しては無理強いせ
ず、シャワー浴や足浴に変更するほか、
「さっぱりしよう」や「明日娘さんが来るか
ら入浴しよう」などと声かけをしながら入浴
ができるように支援をしている。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

13 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
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評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
に支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

ご家族やお馴染みの方からの電話
は、ご利用者様確認の上、取り次
いでいる。要望のある時は利用者
様本人が電話を掛けられるように
支援している。

共用空間は天井も高く、広くゆっ
たりしている。高い窓のメンテナ
ンスや掃除は、業者に依頼し清潔
を保っている。スペースには作品
を展示し、季節の花や小物を置い
て季節感が出るように配慮してい
る。

買い物、外食の機会を設け、その
際は自分の財布から支払ができる
ように支援している。

ドライブや外食など、利用者様の
希望や意見を取り入れながら、月
に１回以上は皆様で外出できる機
会を設けている。また、歯科受診
や買い物など日常的な外出支援も
随時行っている。
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　居間兼食堂は天井が高く、天窓を設けて
採光を取り入れるなど、広くゆったりとし
ており、玄関やホールにはソファーやテー
ブルを配置して季節の花々や観葉植物、絵
画、利用者の習字作品を飾るなど、利用者
がゆったりとした雰囲気の中で居心地よく
過ごせるように工夫をしている。

　天気の良い日には、利用者が毎日事業所
周辺を散歩ができるように支援をするとと
もに、年間計画にそって地域ボランティア
や家族等の協力を得ながら、初詣や海浜公
園、植物園、花見、紅葉狩りなどの行事を
毎月実施している。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

ご本人の能力に合わせて、できる
ことは自力でできるように支援し
ている。鏡や洗面台の高さは低め
にし、利用しやすいようにしてい
る。

ベッドや畳など本人の希望に応じ
て対応している。泊まりを利用さ
れるご利用者様には新しく買いそ
ろえたりせず、日頃使用している
ものを持って来て頂くようにして
いる。

ＴＶを観たり、ご家族と団らんし
たり、くつろいだりと、利用者様
が思い思いに過ごしていただける
スペースを用意している。

55

53

54 20

　職員は家族等と相談しながら、利用者が
泊まりの部屋に使い慣れたクッションや
枕、寝具のほか、衣装ケースなどを持ち込
めるように支援をしている。
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Ⅴ　アウトカム項目

○ 1,ほぼ全ての利用者の

2,利用者の2/3くらいの

3,利用者の1/3くらいの

4,ほとんど掴んでいない

○ 1,毎日ある

2,数日に１回程度ある

3,たまにある

4,ほとんどない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての家族と

2,家族の2/3くらいと

3,家族の1/3くらいと

4,ほとんどできていない

56

57

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

60

61

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

58

59

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

62

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている。
（参考項目：9,10,19）
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○ 1,ほぼ毎日のように

2,数日に１回程度ある

3,たまに

4,ほとんどない

1,大いに増えている

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 2,少しずつ増えている

3,あまり増えていない

4,全くいない

○ 1,ほぼ全ての職員が

2,職員の2/3くらいが

3,職員の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての家族等が

2,家族等の2/3くらいが

3,家族等の1/3くらいが

4,ほとんどいない

64

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所の
理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68

66

67

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。



（様式４）

事業所名　小規模多機能型居宅介護施設　ききょう庵

作成日　 平成２７年１月３０日 　　　　　　　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

1 1
「家庭的な雰囲気」とい
う観点での理念が掲げら
れていない。

地域密着型サービス
の意義にそった理念
を追加する。

次回の施設の全体会議で地
域密着型サービスの意義に
そった理念を追加、作成す
る。

３ヶ月間

2 4

自治会関係者や地域ボラ
ンティアなどのメンバー
への会議参加を呼びかけ
られていない。

幅広いメンバーに参
加をして頂けるよう
に取り組む。

近隣の市民センター等に働
きかける。ボランティアの
会にも働きかける。

６ヶ月間

3 6
身体拘束、虐待の防止な
どの研修が定期的に行な
えていない。

定期的に職員の研修
を行えるようにす
る。

管理者が講師を担当し、内
部研修を毎月実施してい
く。また、老施設、県社協
の研修にも積極的に参加す
る。

６ヶ月間

4 20
利用者の馴染みの人や場
所を明確に把握できてい
ない。

職員全員が利用者一
人一人の馴染みの人
や場所を把握できる
ように努める。

蛍光ペンなどで把握した重
要な記録を強調する。

３ヶ月間

5 23
利用者一人一人の思いや
意向を明確に把握できて
いない。

職員全員が利用者一
人一人の思いや意向
を把握できるように
努める。

アセスメント時に本人の生
活歴、趣味、ライフスタイ
ルを再チェック、周知して
いく。

３ヶ月間

6 26
毎月のモニタリングで評
価結果を記録として残せ
ていない。

モニタリングで評価
結果を記録として残
す。

モニタリングの評価結果を
記録する欄を追加する。

１ヶ月間

7 33

ターミナルケアについて
事業所としてできるこ
と、できないことを明記
した書類を作成できてい
ない。

ターミナルケアにつ
いてできること、で
きないことを明確に
書類を作成する。

なるべく早く明確な書類を
作成する。

３ヶ月間

8 35

夜間想定の避難訓練を実
施できていない。避難完
了時間、避難限界時間の
記載がない。

避難完了時間と避難
限界時間を記載し、
夜間想定の避難訓練
を実施する。

H26/12月に夜間想定の避難
訓練を実施した。今後も定
期的に実施していく。避難
完了時間、避難限界時間を
記載した。

済み

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　　目　標　達　成　計　画
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